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「ＵＤトーク」を使おう！（１-基本操作編） 

「ＵＤトーク」とは、パソコンやスマートフォンで

用いるアプリケーション（アプリ）のことです。この

アプリを使うと、しゃべった内容が文字になって表示

されます（これを「音声認識」といいます）。 

「ＵＤトーク」 

って何？ 

インターネットでＵＤトークの専用コンピューター（サーバー）に接

続します。コンピューターは、インターネットの回線を通して送られた

音声を、意味を考えて漢字やカタカナを交えた言葉や文に変換して、再

びインターネット回線でスマホなどに送り、表示します。 

どうやって音声認識

をしているの？ 

スマートフォンで使う場合は 

まず、アプリをスマホにインス 

トールしましょう。インストー 

ルできたら、起動します。 

使い方は？ 

 

 

 

 

 

 

 

こういう画面が出

たら、「トークを始

める」のところをタ

ップします。 

 

 

 

 

 

 

 

こういう画面が出

たら、一番下の赤い

部分をタップして、

スマホに話しかけま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

話した言葉が文字

になって出てきま

す。止めるときは、

もう一度赤い部分を

押します。 
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覚えておくといい

便利な使い方は？ 

複数のスマホを使って 

会話を共有することがで 

きます。まず、「元」に 

なるスマホを決めます。 

次に「元」になるスマホの 

上に出ている四角の記号をタップします。 

すると、このようなＱＲコード 

が出てきます。このコードを「元」 

になるスマホとつながりたいスマ 

ホのカメラで読み取ります。 

つながりたいスマホの画面の「トークに参加する」をタップす 

ると、「元」のスマホと同じ画面が出てきます。このスマホにしゃ 

べると、つながったスマホ全てに会話が文字になり出てきます。 

実際に学校で 

使えそうですか？ 

次号（みみちゃん 89 号）で 

それを考えてみましょう。 

さらに便利に

使うには？ 

出力と入力に工夫をするといいですよ。 

 

 

 

      マイクの音声を無線で     スマホからケーブル 

スマホへ         でモニタへ 

                             という感じです。 

それから、音声を入力する場合は、スマホに直接しゃべるよりも、スマホにマ

イクをつなげて使う方が変換の誤りが少なくなるようです。有線、無線どちらの

マイクも使えます。フォナック社の「ロジャーペン」や「ロジャーセレクト」と

いう無線マイクを、Bluetooth（ブルートゥース）で接続する例などがあります。 

画面を大きなモニタで見ることができれば便利な

ときがあります。これには、スマホのＵＳＢ端子か

ら画面に出力するための変換ケーブルを使います。 
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Nucleus 7（ニュークレアス７） 
サウンドプロセッサ発売開始 

 

１年前から既に海外では使用されていたコクレア社の人工 

内耳の最新機種である Nucleus 7 が、いよいよ国内でも発売 

されるそうです。今回の新機種の特徴は、小型化・軽量化や 

省電力化の他に、iPhone や AndroidＴＭのスマートフォンを 

用いて Nucleus 7 と直接接続し、音量調整や電池残量の確認 

などの操作が簡単にできたり、紛失したときに、Nucleus 7 

の場所を地図で追跡できたりすることです。また、現在、補聴器の中には「Made for  

iPhone」という、iPhone であ 

れば、音声通話や動画、音楽な 

どを直接接続することができ 

る機種（GN ReSound（ジー 

エヌリサウンド社）や Starkey 

（スターキー社）、Beltone（ベ 

ルトーン社）等）が販売されて

おり、Nucleus 7 も、人工内耳では唯一の「Made for iPhone」になっています。 

また、2007 年より発売されていた同社のフリーダムサウンドプロセッサは、部品

販売とダイレクト交換サービスを 2018 年 12 月末で終了したとのことです。 

内  容：  幼少期から言語聴覚士になるまで 

日  時：  平成３１年２月２日（土） １５：３０ ～ １６：３０ 

会   場：  愛媛県立松山聾学校 

講  師：  聖光会鷹の子病院  言語聴覚士  渡辺 咲 先生 

        渡辺先生は、現在、鷹の子病院にある愛媛人工内耳リハビリテ 

ーションセンターでんでんむし教室で言語聴覚士として勤務して 

おられます。御講演では、難聴者でもある御自身の生い立ちや経 

験を基にお話をしていただく予定です。 

申込方法：  事前に、本校へメールかＦＡＸで申し込んでください。 

       ＦＡＸ ： ０８９－９７９－２２１４ 

       メール ： ｍａｔｓｄ－ａｄ＠ｅｓｎｅｔ．ｅｄ．ｊｐ 

       ※「研修会参加申し込み」と明記の上で、参加者の名前と所属（勤

務先）、若しくは連絡先を御記入ください。 

        本校ホームページにも、案内文と申込用紙があります。 

 研修会のお問い合わせは本校自立・連携課の佐伯まで 

お知らせ 
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編 集 後 記  ここ数年のスマートフォンの機能の進化や処理の速さを考えれば、最
近の補聴器や人工内耳の機能の凄さも納得できます。ただ、機能を十分に生かすような
使い方ができるためには、我々教員がもっと勉強しなければならないことも確かです。 
外国で手話を「公用語」として明確に規定している国は、ニュージーランド、パプアニュ

ーギニア、韓国で、この他にも憲法や法律で手話の使用について保障している国がいく
つかあります。日本では、平成 23年改正の障害者基本法第３条に「全て障害者は、可
能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段 … 」の項目が新たに
加えられましたが、手話言語法のような具体的な内容を定めた法律は未制定です。 

手話言語条例の制定の動き～ 2018 年 12 月時点で 
 

毎月本校に届く「ＳＴＫえひめ聴障（愛媛県聴覚障害者協会編集）」の 12 月号に、

手話言語条例制定に関する活動報告の記事が掲載されていました。愛媛県では、手話

言語条例の制定に向けて、愛媛県聴覚障害者協会、愛媛県手話通訳問題研究会、愛媛

県手話通訳士協会、愛媛県手話サークル連絡協議会の４つの団体で構成する「愛媛県

手話施策推進協議会」が発足し、話し合いを重ねているところです。 

３年前のみみちゃん 65 号（2015 年 

12 月発行）で、手話言語条例に関する 

内容を取り上げた時、条例の制定自治 

体数は 22 で県単位での制定は３でした。 

右の図で、塗りつぶされているとこ 

ろが県単位での制定、枠で囲んでいる 

ところが、市町村レベルでの制定です。 

これが、現在（2018 年 12 月 20 日時 

点・右下の図）では、塗りつぶされて 

いる県が増えているのが分かります。 

それもそのはずで、半数以上となる 25 

道府県で手話言語条例が成立しており、 

市町村レベルも含めると 206 自治体で 

制定され、約 10 倍になっています。 

 条例制定後に何が変わるかについて、 

日本ろうあ連盟発行の手話言語法ニュ 

ース 58 号では、埼玉県の例が示されて 

います。県による手話環境整備施策推 

進懇話会が設置され、手話普及のキャ 

ンペーンや県民向け手話講座の開催、 

公共施設職員手話研修会の実施などに 

より、少しずつ理解啓発が進んでいる 

様子がうかがえます。一方で、手話通 

訳者の人材不足や高校、大学等で手話 

言語に関する授業を実施したくても対応が難しいなどの課題も出ているようです。 

本県でも、制定に向けて４団体を中心とした具体的な活動が増えていきそうです。 

2015年12月 

2018年 12月 


